
地域ビジネス創出事業（仮称：ブランディングアカデミー開催）業務委託仕様書 

１ 業務名  

地域ビジネス創出事業（仮称：ブランディングアカデミー開催）業務委託 

２ 業務の目的  

起業を目指す人、起業して間もない人、第二創業を行おうとする人などを対象

に、短期集中型講座の開催を通じて、 

・ 事業計画、経営改善、商品企画などの立案、分析、演習による経営能力及び

マネジメント能力の向上 

・ 経営安定化のノウハウの習得、持続可能な事業モデルの構築 

・ 企業のブランド力向上を実践できる人材の育成 

を目的としつつ、新たな市内ブランドの確立、シティプロモーションの創出を目

指す。 

３ 業務の内容  

各業務の内容は、以下のとおりとし、実施にあっては、市と協議すること。  

 短期集中型講座の内容 

  ① ブランディングセミナー 

    持続可能な事業モデルの構築において必要不可欠な企業ブランディングや

商品企画、販売戦略を学ぶプログラムを実践する。 

② 制約条件理論（ＴＯＣ）セミナー 

    最小の努力で最大の効果をあげることを原理原則とし、業績向上を目的と

した、効果的な業務フローの改善を学ぶプログラムを実践する。 

③ チームビルディングセミナー 

    ビジネスを成長させる組織の人材育成やマネジメントの考え方や手法を学

ぶプログラムを実践する。 

④ マネジメントゲーム（ＭＧ） 

 損益計算書と貸借対照表を読み取る力を養い経営に活かすシュミレーション

ゲーム及びＭＱ会計を用いた事業計画策定と事業戦略を学ぶプログラムを実践

する。 

  ⑤ 進捗管理・伴走支援 

    商品企画やテストマーケティングなど参加者の状況に応じた伴走支援及び

メンタリングを行うとともに、目標の達成状況等の進捗管理・調査を行う。 

  ⑥ ビジネスマッチング 

県内外で活躍する経営者等との交流を行う機会を提供する。 

 仮称：ブランディングアカデミーの運営 



 ① 参加対象者 

    起業を目指す人、事業承継を希望する人、第二創業を行おうとする人、地

域おこし協力隊員などでかつ市内で事業を興そうと意欲が高い人 

  ② 参加者条件 

   ア 新たな市内ブランドの確立やシティプロモーションの創出に高い意欲を

持っていること。 

   イ 市内で事業を実施する見込みがあること。（実現性が高いこと。） 

   ウ 受講成果や途中経過を公表または発表すること。 

   エ テキスト代等主催者が求める費用を納入できること。 

  ③ 参加者数 

    10 人程度 

  ④ 開催日数 

    10 日程度 

  ⑤ 開催会場 

    受託者において確保すること。会場の選定にあっては、参加しやすさや過

ごしやすさなどを考慮すること。 

  ⑥ 参加者負担 

    テキスト代、昼食代、交流会費については、実費徴収することができる。

その場合、徴収額については、市と協議すること。 

  ⑦ 参加者の募集 

    受託者において、ＳＮＳ等の各種媒体等を活用し、効果的な周知、広告、

募集に努めること。 

  ⑧ 参加者の決定 

    参加者の経歴や志望理由、意欲などを総合的に勘案し、選考する。 

４ 業務期間  

契約締結の日から令和７年３月 31 日（月） 

５ 業務管理  

本業務が適切に運営されていることが確認できるよう、受託者は以下の書類を

作成し、提出するとともに、委託者に随時、業務状況を共有すること。  

 事業実施計画書  

本業務を円滑に実施できるよう必要な各工程の基本的方針を定め、計画、準備

を行うとともに、事業計画書及び工程表を委託者に提出するものとする。  

 進捗報告会議  

受託者は本業務の実施状況を報告書にまとめ、協議のうえ実施時期を定めた進

捗報告会議を開催すること。  

 事業成果の分析 



   本事業における成果として経済的効果や期待値などを分析すること。また、

課題を分析し、当市における地域ビジネスの創出及び起業支援のあり方につい

て分析し助言すること。 

６ 再委託の取り扱い  

受託者はこの契約における業務の全部又は一部を第三者に再委託してはならな

い。 

ただし、業務の一部についてあらかじめ委託者の了承を得た場合には、この限

りではない。  

７ 成果品（実績報告書）の提出・帰属  

 受託者は、業務終了後、速やかに次の成果品を提出すること。  

① 本業務についての実施報告書・・・２部  

② ①の電子データ・・・・・・・・・・・１部  

 成果品の納入場所  

一関市商工労働部起業支援室

 成果品の帰属  

本業務に関する一切の成果は、委託者に帰属するものとする。  

８ その他  

 本業務の遂行のために必要となる受託者の人件費、旅費及び印刷製本費その

他一切の経費は、委託金に含まれることとする。  

 本仕様書に定めがない事項及び作業に関して疑義が生じたときは、委託者と

速やかに協議を行い決定するものとし、委託者の指示に従うこと。  

 本業務に従事するものは、常に細心の応対及び好感の保持につとめ、不名

誉、不適切となるような行為をしてはならない。 

 本業務に従事する者は、忠実に業務に専念し業務上知ることのできた秘密

は、従事期間及び離職後これを他に漏らしてはならない。 

 個人情報保護の重要性を認識し、個人の権利や利益を侵害することのないよ

う、別記個人情報取扱特記事項に基づき個人情報を適正に扱うこと。 

 事業実施にあたっては、必要に応じて、新型コロナウイルス感染症等の感染

防止対策を講じるとともに、ウェブ等も活用すること。 






